
JP 2002-6064 A5 2007.8.2

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 8月 2日 (2007.8.2)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2002-6064(P2002-6064A)
【 公 開 日 】 平 成 14年 1月 9日 (2002.1.9)
【 出 願 番 号 】 特 願 2000-181538(P2000-181538)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｇ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ ＧＧ ０ ４ Ｇ    1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)   1/00     (2006.01)
                        Ｇ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ ＣＧ ０ ４ Ｃ    3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)   3/14     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ ０ ４ Ｇ    1/00    ３ ０ ８
   Ｇ ０ ４ Ｃ    3/14          Ｐ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 15日 (2007.6.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】 時 間 標 準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 と 、 前 記 ク ロ ッ ク を 分 周
す る 分 周 回 路 と 、 前 記 分 周 回 路 で 生 成 さ れ た 分 周 ク ロ ッ ク を 用 い て 、 時 刻 指 示 の た め の 信
号 を 作 成 す る 時 刻 制 御 回 路 と 、 前 記 発 振 回 路 、 分 周 回 路 お よ び 時 刻 制 御 回 路 に 供 給 す る 電
源 を 制 御 す る た め の 電 源 制 御 回 路 を 有 す る 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 発 振 回 路 と 分 周 回 路 と
時 刻 制 御 回 路 お よ び 電 源 制 御 回 路 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ プ ロ セ ス で 形 成 さ れ た Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ で 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ２ 】 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ た 、 フ ロ ー テ ィ
ン グ ボ デ ィ 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 少 な く と も 発 振 回 路 は 、 前 記 部
分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ た フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 で は な い こ と を 特 徴 と す る 電 子 時
計 。
　 　 　 【 請 求 項 ４ 】 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 少 な く と も 発 振 回 路 と ア ナ ロ グ
回 路 は 、 前 記 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ た フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 で は な い こ と を 特
徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ５ 】 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ た フ ロ ー テ ィ ン
グ ボ デ ィ 型 か つ 部 分 空 乏 層 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ６ 】 前 記 時 間 標 準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 の 周 波 数 が １ Ｍ Hz以
下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ７ 】 前 記 時 間 標 準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 の 周 波 数 が ３ ２ ， ７
６ ８ Hzで あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ８ 】 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 DT（ Dynamic Threshold） 型 の Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 ９ 】 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に DT（ Dynamic Threshold） 型 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 請 求 項 ８ 乃 至 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 DT（  Dynam
ic Threshold） 型 以 外 の 部 分 は フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 電 子
時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ １ 】 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 Ｓ



Ｏ Ｉ プ ロ セ ス で 形 成 さ れ た 領 域 は 一 種 類 或 は ２ 種 類 以 上 の 定 電 圧 値 で 駆 動 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 機 械
的 エ ネ ル ギ 源 と 、 輪 列 を 介 し て 連 結 さ れ る 前 記 機 械 的 エ ネ ル ギ 源 に よ っ て 駆 動 さ れ て 誘 起
電 力 を 発 生 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 か ら 電 気 エ ネ ル ギ を 供 給 す る 発 電 機 と 、 前 記 輪 列 に 結
合 さ れ た 指 針 と 、 前 記 電 気 的 エ ネ ル ギ に よ り 駆 動 さ れ て 前 記 発 電 機 の 回 転 周 期 を 制 御 す る
回 転 制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 時 計
の 使 用 者 の 動 き に よ っ て 回 転 す る 回 転 錘 、 お よ び 前 記 回 転 錘 の 回 転 運 動 を 伝 達 す る 発 電 用
輪 列 を 具 備 す る 小 型 発 電 機 と 、 前 記 小 型 発 電 機 で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ
る ス テ ッ プ モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ か ら 指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を
有 す る 指 針 式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 光 エ
ネ ル ギ を 電 気 的 エ ネ ル ギ に 変 換 す る 太 陽 電 池 等 の エ ネ ル ギ 変 換 装 置 と 、 前 記 エ ネ ル ギ 変 換
装 置 で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る ス テ ッ プ モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ
か ら 指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を 有 す る 指 針 式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 温 度
差 で 発 電 す る 発 電 装 置 と 、 前 記 発 電 装 置 で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る ス テ
ッ プ モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ か ら 指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を 有 す る
指 針 式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 請 求 項 １ ３ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、
前 記 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る 被 駆 動 装 置 と 、 前 記 時 計 が 携 帯 さ れ て い る 携 帯 状 態
に あ る か 否 か を 検 出 す る 携 帯 検 出 装 置 と 、 前 記 携 帯 検 出 装 置 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記
電 子 機 器 が 非 携 帯 状 態 に あ る 場 合 に 前 記 被 駆 動 装 置 の 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る べ く 、 前 記 被
駆 動 装 置 の 動 作 モ ー ド を 通 常 動 作 モ ー ド か ら 節 電 モ ー ド に 移 行 さ せ る モ ー ド 移 行 制 御 装 置
と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計 。
　 　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 節 電 モ ー ド へ 移 行 後 、
再 び 前 記 通 常 モ ー ド へ 復 帰 さ せ る に 際 し 、 前 記 節 電 モ ー ド へ の 移 行 時 か ら 前 記 復 帰 時 ま で
の 経 過 時 間 の 動 作 状 態 を 復 帰 さ せ る 動 作 状 態 復 帰 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 時 計
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ は 、 本 発 明 の 基 本 構 成 を 示 し 、 時 間 標 準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 と
、 前 記 ク ロ ッ ク を 分 周 す る 分 周 回 路 と 、 前 記 分 周 回 路 で 生 成 さ れ た 分 周 ク ロ ッ ク を 用 い て
、 時 刻 指 示 の た め の 信 号 を 作 成 す る 時 刻 制 御 回 路 と 、 前 記 発 振 回 路 、 分 周 回 路 お よ び 時 刻
制 御 回 路 に 供 給 す る 電 源 を 制 御 す る た め の 電 源 制 御 回 路 を 有 す る 電 子 時 計 に お い て 、 前 記
発 振 回 路 と 分 周 回 路 と 時 刻 制 御 回 路 お よ び 電 源 制 御 回 路 は 、 Ｓ Ｏ Ｉ プ ロ セ ス で 形 成 さ れ た
Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 Ｓ Ｏ Ｉ で 形 成 さ れ た Ｉ Ｃ を 用 い る こ と に よ り 、 消 費 電 力 が 従 来 に 比
べ 大 幅 に 削 減 さ れ る と い う 効 果 を 有 す る 。
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ
た 、 フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 ２ に お い て 、 少 な く と も 発 振 回 路 は 、 前 記 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を
浮 か せ た フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 で は な い こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ は 、 請 求 項 ２ に お い て 、 少 な く と も 発 振 回 路 と ア ナ ロ グ 回 路 は 、 前 記 部 分 的 に
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ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か せ た フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 で は な い こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ は 、 請 求 項 １ に お い て 、  前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に ボ デ ィ の 電 位 を 浮 か
せ た フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ 型 か つ 部 分 空 乏 層 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ６ は 、 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 時 間 標
準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 の 周 波 数 が １ Ｍ Hz以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ７ は 、 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ５ に 記 載 の い ず れ か の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 時 間 標
準 と な る ク ロ ッ ク を 生 成 す る 発 振 回 路 の 周 波 数 が ３ ２ ， ７ ６ ８ Hzで あ る こ と を 特 徴 と す る
。
　 請 求 項 ８ は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 DT（ Dynamic Threshold） 型 の
Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ９ は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 部 分 的 に DT（ Dynamic Threshol
d） 型 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ ０ は 、 請 求 項 ８ 乃 至 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 DT（  Dynamic T
hreshold） 型 以 外 の 部 分 は フ ロ ー テ ィ ン グ ボ デ ィ で 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ １ は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 Ｓ Ｏ Ｉ
プ ロ セ ス で 形 成 さ れ た 領 域 は 一 種 類 或 は ２ 種 類 以 上 の 定 電 圧 値 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 請 求 項 １ ２ は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 機 械 的 エ
ネ ル ギ 源 と 、 輪 列 を 介 し て 連 結 さ れ る 前 記 機 械 的 エ ネ ル ギ 源 に よ っ て 駆 動 さ れ て 誘 起 電 力
を 発 生 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 か ら 電 気 エ ネ ル ギ を 供 給 す る 発 電 機 と 、 前 記 輪 列 に 結 合 さ
れ た 指 針 と 、 前 記 電 気 的 エ ネ ル ギ に よ り 駆 動 さ れ て 前 記 発 電 機 の 回 転 周 期 を 制 御 す る 回 転
制 御 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。   
　 請 求 項 １ ３ は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 時 計 の 使
用 者 の 動 き に よ っ て 回 転 す る 回 転 錘 、 お よ び 前 記 回 転 錘 の 回 転 運 動 を 伝 達 す る 発 電 用 輪 列
を 具 備 す る 小 型 発 電 機 と 、 前 記 小 型 発 電 機 で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る ス
テ ッ プ モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ か ら 指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を 有 す
る 指 針 式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ ４ は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 光 エ ネ ル
ギ を 電 気 的 エ ネ ル ギ に 変 換 す る 太 陽 電 池 等 の エ ネ ル ギ 変 換 装 置 と 、 前 記 エ ネ ル ギ 変 換 装 置
で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る ス テ ッ プ モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ か ら
指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を 有 す る 指 針 式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る
。
　 請 求 項 １ ５ は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 時 計 は 、 温 度 差 で
発 電 す る 発 電 装 置 と 、 前 記 発 電 装 置 で 発 生 し た 電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る ス テ ッ プ
モ ー タ と 、 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ か ら 指 針 に 回 転 駆 動 力 を 伝 達 す る 時 計 用 輪 列 を 有 す る 指 針
式 電 子 時 計 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ ６ は 、 請 求 項 １ ３ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記
電 気 エ ネ ル ギ に よ っ て 駆 動 さ れ る 被 駆 動 装 置 と 、 前 記 時 計 が 携 帯 さ れ て い る 携 帯 状 態 に あ
る か 否 か を 検 出 す る 携 帯 検 出 装 置 と 、 前 記 携 帯 検 出 装 置 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 電 子
機 器 が 非 携 帯 状 態 に あ る 場 合 に 前 記 被 駆 動 装 置 の 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る べ く 、 前 記 被 駆 動
装 置 の 動 作 モ ー ド を 通 常 動 作 モ ー ド か ら 節 電 モ ー ド に 移 行 さ せ る モ ー ド 移 行 制 御 装 置 と を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 １ ７ は 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 電 子 時 計 に お い て 、 前 記 節 電 モ ー ド へ 移 行 後 、 再 び
前 記 通 常 モ ー ド へ 復 帰 さ せ る に 際 し 、 前 記 節 電 モ ー ド へ の 移 行 時 か ら 前 記 復 帰 時 ま で の 経
過 時 間 の 動 作 状 態 を 復 帰 さ せ る 動 作 状 態 復 帰 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 図 ７ に 、 ゼ ン マ イ を 機 械 的 エ ネ ル ギ 源 と し 、 輪 列 を 介 し て 連 結 さ れ る 機 械 的 エ ネ ル ギ に
よ っ て 駆 動 さ れ て 誘 起 電 圧 を 発 生 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 か ら 電 気 的 エ ネ ル ギ を 供 給 す る
発 電 機 と 、 輪 列 に 結 合 さ れ た 指 針 と 、 電 気 的 エ ネ ル ギ に よ り 駆 動 さ れ て 発 電 機 の 回 転 周 期
を 制 御 す る 回 転 制 御 手 段 と を 備 え る 電 子 制 御 式 機 械 時 計 の 回 路 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 図 ７ に
お い て 、 ７ １ は 水 晶 振 動 子 及 び 水 晶 発 振 回 路 、 ７ ２ は 発 振 回 路 か ら の 発 振 信 号 を 分 周 す る
分 周 回 路 、 ７ ５ は 発 電 コ イ ル 、 ７ ４ は 発 電 電 流 を 整 流 す る 整 流 回 路 兼 発 電 機 へ ブ レ ー キ 制
御 信 号 を 送 出 す る ブ レ ー キ 制 御 回 路 、 ７ ８ は 発 電 電 流 を 蓄 え る コ ン デ ン サ 等 の 蓄 電 装 置 、
７ ６ は 蓄 電 装 置 の 電 圧 を 定 電 圧 化 し て Ｉ Ｃ の 内 部 回 路 に 供 給 す る た め の 定 電 圧 回 路 、 ７ ７
は 発 電 ロ ー タ の 回 転 数 や 位 相 を 検 出 す る ロ ー タ 回 転 検 出 回 路 、 ７ ３ は 分 周 回 路 ７ ２ か ら の
信 号 と ロ ー タ 回 転 検 出 回 路 ７ ７ か ら の 信 号 を 比 較 し て 、 ロ ー タ 回 転 速 度 を 制 御 す る た め の
ブ レ ー キ 量 を 決 定 す る ロ ー タ 速 度 制 御 回 路 で あ る 。
　 図 ８ に 、 電 子 制 御 式 機 械 時 計 の ゼ ン マ イ ト ル ク と 発 電 量 の 関 係 を 示 す 。 Ａ 点 は ゼ ン マ イ
が フ ル 巻 の 状 態 で あ る 。 パ ラ メ ー タ と し て 消 費 電 流 が ８ ０ ｎ Ａ の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ バ ル ク Ｉ Ｃ と 消
費 電 流 が ６ ０ ｎ Ａ の Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ の 時 の 特 性 を 示 す 。 ゼ ン マ イ が ほ ど け る に つ れ て 発 電 電
圧 が 低 下 し 、 バ ル ク Ｉ Ｃ で は Ｂ 点 で バ ル ク Ｉ Ｃ の 最 低 動 作 電 圧 ： Ｖ ｓ ｔ ｏ ｐ １ よ り 小 さ く
な っ て し ま う 。 こ の 場 合 の 電 子 制 御 式 機 械 時 計 の 持 続 時 間 は 、 Ａ 点 と Ｂ 点 の 時 間 間 隔 ＝ ｔ
１ に な る 。 こ れ に 対 し 、 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ の と き は 、 バ ル ク Ｉ Ｃ に く ら べ 消 費 電 流 が 小 さ い た
め 、 発 電 電 圧 は バ ル ク Ｉ Ｃ に 比 べ て 高 い 状 態 で 維 持 さ れ 、 Ｖ ｓ ｔ ｏ ｐ １ ま で の 持 続 時 間 は
ｔ ２ に 延 長 さ れ る 。 さ ら に 、 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ は 、 最 低 動 作 電 圧 が バ ル ク Ｉ Ｃ よ り も 低 く 、 Ｓ
Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ の 最 低 動 作 電 圧 は Ｖ ｓ ｔ ｏ ｐ １ よ り も 低 い 、 Ｖ ｓ ｔ ｏ ｐ ２ に な る 。 発 電 電 圧 が
Ｖ ｓ ｔ ｏ ｐ ２ よ り も 低 く な る 点 は Ｄ 点 に な る 。 こ の と き の 持 続 時 間 は Ａ 点 か ら Ｄ 点 の 時 間
間 隔 ＝ ｔ ３ で 、 ｔ ３ ＞ ｔ ２ ＞ ｔ １ の 関 係 が 成 り 立 つ 。 つ ま り 、 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ を 使 用 す る こ
と で 、 長 い 持 続 時 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。 実 験 的 に 得 ら れ て い る 結 果 か ら は 、 例 え ば
バ ル ク Ｉ Ｃ の 持 続 時 間 ： ｔ １ ＝ ４ ０ 時 間 の と き 、 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ の 持 続 時 間 ： ｔ ３ ＝ ５ ０ 時
間 と な り 、 時 計 の 動 作 持 続 時 間 を １ ０ 時 間 延 長 で き る こ と が 分 か っ て お り 、 こ れ は 持 続 時
間 で ２ ０ ％ の 効 果 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 近 年 、 実 施 例 ５ に 示 し た 発 電 装 置 を 備 え た 時 計 に お い て 、 ユ ー ザ ー の 使 用 状 態 に 応 じ て
節 電 モ ー ド と 通 常 動 作 モ ー ド を 切 り 替 え る こ と が で き る 電 子 時 計 が 製 品 化 さ れ て い る 。 そ
の 目 的 は 、 例 え ば 非 携 帯 状 態 に あ る 場 合 に は 、 指 針 等 の 駆 動 装 置 の 動 作 を 停 止 さ せ 消 費 電
力 を 低 減 さ せ る よ う な 制 御 回 路 を 実 現 す る こ と で 、 計 時 カ ウ ン タ の み を 長 時 間 に わ た り 動
作 さ せ る こ と に あ る 。 上 記 の よ う な 電 子 時 計 に お い て は 、 例 え ば 節 電 モ ー ド へ 移 行 後 、 再
び 通 常 モ ー ド へ 復 帰 さ せ る に 際 し 、 節 電 モ ー ド へ の 移 行 時 か ら 復 帰 時 ま で の 経 過 時 間 に 、
前 記 指 針 等 の 駆 動 装 置 を 継 続 し て 動 作 さ せ た 場 合 と 同 一 の 動 作 状 態 に 復 帰 さ せ る 機 能 を 備
え て い る 。 節 電 モ ー ド で は 駆 動 装 置 で の 消 費 電 力 が 極 め て 小 さ い た め 、 計 時 カ ウ ン タ の 持
続 時 間 は ほ ぼ Ｉ Ｃ の 消 費 電 流 に 反 比 例 す る こ と に な る 。 実 際 の 例 と し て 、 ２ 次 電 源 の 容 量
が ３ ｍ Ａ Ｈ の と き 、 持 続 時 間 は バ ル ク Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ － Ｉ Ｃ の 節 電 モ ー ド で の 消 費 電 流 を ８ ０ ｎ
Ａ と す る と 、 節 電 モ ー ド で の 動 作 持 続 時 間 は 約 ４ 年 で あ る の に 対 し 、 Ｓ Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ の 節 電
モ ー ド で の 消 費 電 流 を ４ ０ ｎ Ａ と す る と 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ － Ｉ Ｃ の 約 ２ 倍 の ８ 年 も の 間 、 計 時 カ
ウ ン タ の 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。 一 方 で 、 現 実 的 に は 節 電 モ ー ド で の 動 作 持 続 時 間
は ４ 年 あ れ ば 問 題 な い と 思 わ れ る が 、 他 の 例 と し て 、 ２ 次 電 池 の 容 量 の 小 さ い 女 性 持 ち の
電 子 時 計 に お い て は 、 そ の 効 果 は よ り 顕 著 で あ り 、 例 と し て ２ 次 電 源 の 容 量 が ０ ． ７ ｍ Ａ

(4) JP 2002-6064 A5 2007.8.2



Ｈ の 容 量 の と き 、 前 記 バ ル ク Ｃ Ｏ Ｓ － Ｉ Ｃ で は 節 電 モ ー ド で 約 １ 年 し か な い 持 続 時 間 が Ｓ
Ｏ Ｉ － Ｉ Ｃ で は ２ 年 に な り 、 ２ 年 間 非 携 帯 状 態 が 続 い て も 、 再 び 通 常 モ ー ド に 復 帰 し 、 指
針 等 の 駆 動 装 置 を 継 続 し て 動 作 さ せ た 場 合 と 同 一 の 動 作 状 態 に 復 帰 さ せ る 事 が で き る と い
う 効 果 を 有 す る 。
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